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営
業
運
転
に
必
要
な
二
種
免
許

を
持
た
な
い
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、

マ
イ
カ
ー
に
顧
客
を
乗
せ
て
営
業

す
る
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
の
解
禁
を

政
府
が
検
討
し
て
い
る
。岸
田
首

相
が
10
月
23
日
、
臨
時
国
会
の
所

信
表
明
演
説
で
取
り
上
げ
、
導
入

の
検
討
を
表
明
し
た
。ハ
イ
タ
ク
業

界
や
関
係
労
働
組
合
な
ど
が
猛
烈

に
反
発
し
て
い
る
。

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
い
う
言
葉
は

ま
だ
耳
慣
れ
な
い
が
、問
題
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
日
本
で
禁
止
さ
れ
て

き
た
「
白
タ
ク
」
行
為
の
解
禁
で
あ

る
。導
入
の
目
的
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
解
消
で
、特
に
観
光
地
で
深
刻

だ
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
話
を
分
か
り
づ
ら
く

し
て
い
る
の
は
、目
的
に
、も
う
一
つ

「
過
疎
地
の
交
通
手
段
の
確
保
」
が

上
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。自
治
体

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
「
非
営
業
」で
住
民
を

運
ぶ
取
り
組
み
は
す
で
に
行
わ
れ

て
い
て
、
二
種
免
許
か
、
定
め
ら
れ

た
講
習
を
受
け
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が

ハ
ン
ド
ル
を
握
る
。こ
れ
も
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
と
い
う
。だ
か
ら
、
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
に
は
「
営
業
」
と
「
非
営
業
」の

　

日
本
の
プ
ロ
野
球
、日
本
シ
リ
ー

ズ
は
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
38
年
ぶ

り
の
優
勝
で
終
わ
っ
た
。パ
リ
ー
グ

３
連
覇
を
遂
げ
、昨
年
日
本
一
の
オ

リ
ッ
ク
ス
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
を
４
勝
３

敗
で
破
っ
て
の
勝
利
で
、
共
に
関
西

チ
ー
ム
同
士
の
決
戦
だ
っ
た
。過

去
、関
西
勢
同
士
の
戦
い
を
さ
か
の

ぼ
る
と
、１
９
６
４
年
の
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
と
南
海
ホ
ー
ク
ス
の
戦
い

は
、
４
勝
３
敗
で
南
海
に
軍
配
が

上
が
っ
て
い
る
。決
勝
の
第
７
戦

が
、
何
と
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
会
式
当
日
だ
っ
た
の
を
記
憶
し

て
い
る
人
は
多
く
な
い
よ
う
だ
。当

時
、
日
本
の
プ
ロ
野
球
は
読
売
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
の
全
盛
時
代
、巨
人
軍
で

な
け
れ
ば
人
に
あ
ら
ず
の
雰
囲
気
。

巨
人
が
戦
わ
な
い
の
で
関
心
が
薄

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。今
で
は
、

甲
子
園
を
埋
め
尽
く
す
タ
イ
ガ
ー

ス
フ
ァ
ン
の
声
援
の
す
ご
さ
に
圧
倒

さ
れ
る
。そ
の
超
ど
迫
力
に
バ
フ
ァ

ロ
ー
ズ
も
圧
倒
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ

う
。畏
る
べ
し
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
、

来
年
も
「
あ
れ
」
に
向
け
て
強
そ
う

だ
。（
峰
）

白
タ
ク
解
禁
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
反
対

２
種
類
が
あ
る
こ
と
を
、覚
え
て
お

い
て
ほ
し
い
。こ
こ
で
は
「
営
業
」
に

つ
い
て
取
り
上
げ
る

■
一
切
が
運
転
手
の
責
任
に

　

な
ぜ
、白
タ
ク
を
認
め
る
の
か
。

凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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道商工連交流晩会

と　き　12 月 5 日（火）18 時から

ところ　ホテルポールスター札幌

会　費　7０００円

　（札幌市中央区北 4 西 6）

　年末恒例の「交流晩会」を下記の日程で開催します。会員企業の代表
者をはじめ、顧問や相談役を務める衆参国会議員や道議、市議らが多
数出席します。名刺を多めにご持参のうえ、多数ご参加ください。

年末恒例

　

道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

安
全
軽
視
、ハ
イ
タ
ク
業
界
は
死
活
問
題

お
知
ら
せ
　
12
月
１
日
か
ら
北
海
道
商
工
連
盟
・
同
協
同
組
合
の
事
務
所
の
就
業
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
始
業
は
午
前
９
時
半
、
終
業
は
午
後
４
時
半
、
１
日
１
時
間
の
短
縮
に
な
り
ま
す
。



（２）

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
こ
こ
10
年
ほ

ど
で
世
界
に
市
場
を
広
げ
て
き

た
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で

車
を
呼
び
、
目
的
地
で
料
金
を
払

う
。ほ
と
ん
ど
タ
ク
シ
ー
と
変
わ
ら

な
い
が
、
料
金
が
少
し
安
い
の
で
利

用
者
が
激
増
し
、
参
入
す
る
ド
ラ

イ
バ
ー
も
増
え
た
。タ
ク
シ
ー
会
社

は
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
、ド
ラ
イ
バ

ー
は
失
業
し
た
。

　

問
題
は
、
タ
ク
シ
ー
会
社
に
雇

用
さ
れ
な
い
運
転
手
が
、
事
故
を

起
こ
し
た
際
、
責
任
も
全
て
負
う

仕
組
み
だ
。ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

提
供
会
社
は
ド
ラ
イ
バ
ー
と
客
と

の
仲
介
に
し
か
関
わ
ら
な
い
か
ら
、

安
全
管
理
や
保
険
加
入
、
税
金
の

支
払
な
ど
も
一
切
が
ド
ラ
イ
バ
ー

の
責
任
だ
。自
由
な
時
間
に
働
け
、

サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
り
、利
用
者

が
付
け
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
評
価
が

ア
プ
リ
に
表
示
さ
れ
る
の
で
評
判

の
悪
い
ド
ラ
イ
バ
ー
は
淘
汰
さ
れ

る
と
い
う
が
、現
実
は
ど
う
か
。

導
入
は
先
進
38
カ
国
で
８
カ
国

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
先
進
地
、
米
国
の

ウ
ー
バ
ー
社
と
、
日
本
の
タ
ク
シ
ー

を
比
べ
た
２
０
２
０
年
の
数
字
が

あ
る
。衆
議
院
国
土
交
通
委
員
会

（
３
月
22
日
）
の
政
府
答
弁
だ
。輸

送
回
数
は
ウ
ー
バ
ー
が
６
・
５
億

回
で
日
本
が
５
・
６
億
回
。交
通

事
故
の
死
者
は
ウ
ー
バ
ー
42
人
、

日
本
16
人
。性
的
暴
行
は
ウ
ー
バ

ー
９
９
８
件
、
日
本
19
件
だ
っ
た
。

米
国
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
被
害
者

に
な
る
ケ
ー
ス
も
多
発
し
て
い
る
。

　

で
は
、
他
の
先
進
国
は
ど
う
か
。

タ
ク
シ
ー
政
策
議
員
連
盟
（
辻
本

清
美
会
長
）
の
資
料
（
10
月
27
日
）

に
よ
る
と
、Ｅ
Ｕ
加
盟
国
や
韓
国
、

ト
ル
コ
な
ど
で
は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は

走
っ
て
い
な
い
。一
旦
は
営
業
し
た

が
、
多
く
は
政
府
の
規
制
強
化
や

裁
判
で
禁
止
さ
れ
た
。だ
か
ら
ウ

ー
バ
ー
な
ど
の
ア
プ
リ
で
配
車
さ

れ
る
車
両
は
、
国
が
認
可
し
た
タ

ク
シ
ー
や
ハ
イ
ヤ
ー
に
限
ら
れ
て
い

る
。先
進
国
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
）

38
カ
国
中
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
走
っ

て
い
る
の
は
８
カ
国
だ
け
だ
。

有
望
な
投
資
先…

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
格
好
の
投
資

先
だ
と
い
う
。海
外
で
は
年
平
均

20
％
の
ス
ピ
ー
ド
で
市
場
が
拡
大

し
て
い
る
と
い
う
。２
０
１
３
年
に

ウ
ー
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン
が
東
京
に
事

務
所
を
開
設
し
て
か
ら
、
楽
天
の

三
木
谷
浩
史
社
長
や
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
の
孫
正
義
社
長
が
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
企
業
に
出
資
し
て
推
進
を
提

唱
。国
家
戦
略
特
区
諮
問
会
議（
安

倍
晋
三
議
長
）
で
竹
中
平
蔵
委
員

ら
が
過
疎
地
で
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

合
法
化
を
提
唱
。経
済
同
友
会
も

解
禁
論
を
発
表
し
て
い
る
。

　

道
内
の
ハ
イ
タ
ク
事
業
者
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。北
海
道
ハ
イ

ヤ
ー
協
会
の
今
井
一
彦
会
長
は「
日

本
の
タ
ク
シ
ー
は
米
国
よ
り
コ
ス

ト
を
か
け
、
車
両
整
備
や
日
々
の

点
検
を
行
っ
て
い
る
。ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
導
入
に
よ
り
、
国
民
の
安
全
が

脅
か
さ
れ
な
い
か
」
と
危
惧
す
る
。

（
北
海
道
新
聞
11
月
４
日
）

　

共
同
通
信
社
の
世
論
調
査
（
11

月
３
〜
５
日
実
施
）で
は
、「
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
」解
禁
に
、「
賛
成
」15
・
２
％
、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
34
・

５
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」

25
・
２
％
、「
反
対
」
20
・
８
％
と

見
方
が
割
れ
た
。年
代
が
上
が
る

に
つ
れ
て
導
入
に
慎
重
と
な
る
傾

向
が
見
て
取
れ
る
と
い
う
が
、安
全

を
軽
視
し
た
ま
ま
議
論
が
進
む
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
。（
青
）



３
　

本
格
的
な
冬
を
前
に
造
園
業

は
、
樹
木
の
冬
囲
い
で
忙
し
く
な

る
。
楠
木
興
樹
園
の
楠
木
富
雄
社

長
（
45
）
は
最
近
、
気
に
な
る
こ

と
が
あ
る
と
い
う
。「
庭
の
木
を
伐

採
し
て
駐
車
場
な
ど
に
変
え
て
し

ま
う
方
が
増
え
て
い
る
」
と
い
う
。

「
庭
が
な
く
な
り
、
街
の
緑
が
減
る

の
は
い
た
ま
し
い
」
と
残
念
が
る
。

共
働
き
が
増
え
て
、
草
取
り
が
大

変
だ
し
、
車
を
２
台
持
つ
世
帯
で

は
必
要
な
の
だ
ろ
う
。

　

造
園
業
は
、
庭
の
剪
定
（
せ
ん

て
い
）
な
ど
植
物
だ
け
扱
う
植
木

屋
さ
ん
と
は
違
う
。
建
築
物
の
外

回
り
の
工
事
全
般
を
受
け
持
つ
建

街
の
緑
を
大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い

テ
ラ
ス
、
玄
関
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、

照
明
の
設
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
事
を
受
け
持
つ
。
だ
か
ら
社
員

は
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
や
ク
レ
ー
ン
、

高
所
作
業
車
な
ど
重
機
の
扱
い
も

お
手
の
も
の
だ
。
現
在
、
各
種
の

資
格
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
６
人
が
、

息
の
合
っ
た
仕
事
ぶ
り
を
見
せ
る
。

　

公
共
工
事
で
は
、
例
年
、
札
幌

市
の
公
園
街
路
樹
な
ど
の
総
合
維

持
管
理
業
務
や
、
子
ど
も
た
ち
が

遊
ぶ
街
区
公
園
の
改
良
工
事
な
ど

も
担
い
、
市
民
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
活
躍
し
て
い
る
。

　

札
幌
出
身
の
楠
木
さ
ん
、実
は
、

農
業
高
校
か
ら
短
大
の
造
園
林
業

科
に
進
学
し
た
の
に
、
造
園
業
で

働
く
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た

と
い
う
。
夏
休
み
に
、
必
要
な
単

位
を
取
る
た
め
知
り
合
い
の
い
た

造
園
会
社
で
実
習
し
た
の
が
き
っ

か
け
に
な
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
ま

で
野
球
を
や
っ
て
い
た
せ
い
か
、

事
務
系
よ
り
野
外
で
活
動
す
る
仕

事
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

結
局
、
実
習
先
に
誘
わ
れ
て
就
職

し
た
。
そ
こ
で
水
を
得
た
魚
の
よ

う
に
活
躍
す
る
。
幅
広
い
経
験
と

株
式
会
社 

楠
木
興
樹
園

る
と
言
い
切
る
。
経
営
で
、
い

ま
一
番
頭
が
痛
い
の
は
燃
料
費

の
値
上
が
り
だ
。
重
車
両
か
ら

草
刈
り
機
に
至
る
ま
で
燃
料
は

欠
か
せ
な
い
の
で
、
何
と
か
し

て
ほ
し
い
と
も
ら
す
。

　

ま
た
、
自
分
が
働
き
始
め
た

こ
ろ
に
比
べ
る
と
、
重
機
が
進

化
し
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
や
ク
レ
ー

ン
は
も
と
よ
り
、
高
所
作
業
車

も
あ
た
り
ま
え
に
な
っ
た
。
道

具
類
も
使
い
や
す
い
も
の
に
代

わ
っ
て
き
た
。
そ
れ
と
、
環
境

意
識
の
高
ま
り
で
、
肥
料
や
、

農
薬
な
ど
も
環
境
に
配
慮
し
た

も
の
に
な
っ
て
き
た
。「
植
物
は

生
き
物
だ
か
ら
、
そ
れ
を
大
切

に
育
て
る
気
持
ち
を
失
な
わ
な

い
よ
う
大
切
に
し
て
、
街
の
緑

を
大
事
に
守
っ
て
い
き
た
い
」
と

語
る
。

　
　
　

＊　
　
　

＊

株
式
会
社 

楠
木
興
樹
園

札
幌
市
北
区
新
川
８
０
１
番
地

電
話
０
１
１
・
７
８
８
・
５
０

９
４
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
１
・
７
８
８
・

５
０
９
８
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://k-koujyuen.co.jp/

設
業
の
業
種
の
一
つ
だ
。

　

雪
が
消
え
る
３
月
か
ら

４
月
は
冬
囲
い
の
撤
去

で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
に
向
け
、
花
壇
の
植
え

付
け
や
樹
木
の
剪
定
、
や

が
て
草
刈
り
な
ど
も
始
ま

る
。

　

楠
木
興
樹
園
も
建
物
の

外
回
り
全
般
の
工
事
を
担

う
。
例
え
ば
一
戸
建
て
住

宅
の
、
庭
の
造
成
、
植
樹

や
芝
を
は
る
よ
う
な
植
栽

作
業
は
当
然
だ
が
、
塀
や

柵
、
カ
ー
ポ
ー
ト
、
物
置
、

社
屋
前
の
楠
木
富
雄
社
長
。二
階
が
事
務
所

専
門
知
識
を
身
に
着
け
、
10
年

経
っ
た
２
０
０
８
年
に
独
立
、
会

社
の
創
業
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

会
社
は
、
そ
の
後
、
株
式
会
社

に
な
り
、
建
設
業
許
可
（
と
び
・

土
工
、
造
園
工
事
）
を
取
得
。
一

般
廃
棄
物
収
集
運
搬
（
札
幌
市
）、

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
（
北
海

道
）
の
許
可
な
ど
も
得
て
、
順
調

に
成
長
し
て
い
る
。

　

９
年
在
籍
す
る
31
歳
の
男
性
社

員
は
、
５
年
間
勤
め
た
大
手
新
聞

社
を
、「
手
に
職
を
持
ち
た
い
」

か
ら
と
退
職
し
て
、
こ
こ
に
入
社

し
た
。
木
を
切
っ
た
り
剪
定
し
た

り
し
て
い
る
う
ち
に
、
屋
外
構
造

物
や
植
栽
な
ど
の
エ
ク
ス
テ
リ
ア

に
も
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
土
木
と
建
築
と
庭
師
を
合
わ

せ
た
よ
う
な
こ
の
世
界
の
仕
事
は

毎
日
が
新
し
い
勉
強
だ
と
い
う
。

重
機
車
両
や
大
型
特
殊
、
中
型

免
許
、
街
路
樹
剪
定
師
な
ど
の
免

許
や
資
格
も
取
ら
せ
て
も
ら
い
、

マ
ル
チ
に
動
け
て
い
る
自
分
に
気

づ
き
自
信
が
つ
い
た
と
話
す
。

　

一
方
、
楠
木
さ
ん
は
、
社
員
ら

の
頑
張
り
に
は
ボ
ー
ナ
ス
で
応
え

会員訪問

く
す
の
き  

こ
う
じ
ゅ
え
ん



（４）

年
始
の
意
見
広
告
募
集

　

北
海
道
商
工
連
盟
と
同
協
同

組
合
は
、
機
関
紙「
道
商
工
連
」２

０
２
４
年
１
月
号
別
冊
に
よ
る
年

始
の「
意
見
広
告
」を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

掲
載
ス
タ
イ
ル
は
左
下
の
通

り
、
こ
れ
ま
で
の「
年
賀
」
の
名
刺

広
告
と
同
じ
で
す
が
、【
政
策
意

見
】へ
の
賛
同
を
表
明
す
る
も
の
で

す
。こ
れ
は
、
一
般
的
な
挨
拶
を
目

的
と
す
る
有
料
広
告
に
は
該
当
し

な
い
の
で
、
議
員
の
皆
さ
ん
も
公

職
選
挙
法
に
は
抵
触
し
な
い
と
解

さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
を
お

願
い
し
ま
す
！

　

こ
の
政
策
意
見
は
、定
期
総
会
・

通
常
総
会
で
採
択
し
た
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
、左
上
の
通
り
で
す
。

意
見
広
告
の
掲
載
サ
イ
ズ

　

大
き
さ
は
左
の
例
と
同
じ
で
、

タ
テ
85
ミ
リ
、ヨ
コ
44
ミ
リ
で
す
。

　

広
告
料
金
は
１
件
５
０
０
０

円
で
す
。申
込
み
は
、
11
月
30
日
ま

で
に
、
掲
載
す
る
団
体
名
、
役
職

名
、氏
名
、住
所
、電
話
番
号
な
ど

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
道
商

工
連
盟
事
務
局
ま
で
、フ
ァ
ク
ス
か

メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

例
２
の
よ
う
に
、支
店
名
や
フ
ァ

ク
ス
番
号
等
の
記
載
も
可
能
で

す
。不
明
の
点
は
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
は
11
月
30
日
で
す

株
式
会
社　

□
□
□
□
□
工
業

□
　
□
　
□
　
□

札
幌
市
□
区
□
□
□
条
□
丁
目
□
番
□
□
号

　
　
　
　
　
　

電
話（
○
○
○
）○
○
○
│

○
○
○
○

株
式
会
社　

□
□
□
□
□
工
業

　

□
□
□
□
□
支
店□

　
□
　
□
　
□

札
幌
市
□
区
□
□
□
条
□
丁
目
□
番
□
□
号

　
　
　
　
　
　
電
話（
○
○
○
）○
○
○
│

○
○
○
○

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
○
○
○
）○
○
○
│

○
○
○
○

□
□
□
□
□
□

例１ 例２

【政策意見】　原材料費やエネルギー価格、労
務費の上昇と歴史的な物価の高騰によるコス
ト増加など、深刻な影響を受けている中小企
業・小規模事業者、経済的に脆弱な人々への、
国や自治体の持続・継続的な施策実施と支援
強化で、経済の完全復興を図ろう！
（第 49 回定期総会・第 48 回通常総会スローガン）


